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２　植樹会開催までの歩み

　③Ｈ２０岩手・宮城内陸地震被災地「栗駒耕英地区」植樹会　　　Ｈ２５．１０／２３(水)　　栗原市栗駒耕英

　　平成２０年６月１４日(土）８時４３分頃に発生した岩手・宮城内陸地震はMa７．２、栗原市の最大震度は６強を観測し
て県内の死者・行方不明者は１８人に及びました。特に栗原市栗駒耕英の駒の湯温泉では、土砂崩壊生き埋めにより７
名の方が亡くなりました。

　当協会は、この趣旨に賛同して宮城県土木部退職者の会(とんぼの会・清流会）、宮城県道路ボランテイア協会、くりこ
ま絆の森植樹プロジェクトチームとの協賛で１０月２３日(水)に植樹会を主催しました。

　 あれから５年半が経過して、今年の秋には事業費２１億円を要した耕英東地区での土石流・地すべり対策工事も完了
する予定です。この工事跡地１．３haにはかつての広葉樹林を再生するとともに、震災で犠牲になった方々の鎮魂と地
域の復興を図る”くりこま　絆の森植樹プロジェクト”が実施されます。

　植樹会終了後に山田栗原地域事務所企画担当技術次長から耕英東砂防激甚災害対策特別緊急事業、栗原市から
栗駒山麓ジオパーク構想、宮城建設から駒の湯温泉地域復旧工事についてそれぞれ説明があり工事現場を見学しまし
た。なお、栗原市は２０１５年のジオパーク申請に向けて今後様々な活動を展開するとのことです。

　　　　　　　　　　　　　くりこま絆の森植樹プロジェクトチーム（栗駒の自然を守る会)

　　　　　　　　　協賛：宮城県土木部退職者の会(とんぼの会・清流会）、宮城県道路ボランテイア協会

　　　　　　　　　主催：宮城県砂防ボランテイア協会

　当日は鎮魂の雨が降りしきる中、砂防・道路ボランテイア協会、植樹プロジェクトチーム、宮城建設、県庁ＯＢを始め行
政側からは宮城北部森林管理署・栗駒市・北部土木栗原地域事務所等から総勢８０名が参加して、ブナ・ミズナラ・ヤマ
グリ・ヤマモミジ等４００本を植樹しました。

　今回砂防ボランテイア基金事業と併せて、宮城県土木部退職者の会(とんぼの会・清流会)・２ボランテイア協会(道路・
砂防)からの協賛金を受けて実施することができました。

堀　宮城県砂防ボランテイア
　　 協会長

尾形　栗原地域事務所長 飯田　宮城北部森林管理署長 菅原　くりこま絆の森
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　②植樹会準備作業　　Ｈ２５．１０/１８(金)　　栗原市栗駒耕英

　①生態学的混播・混植法　　H２５．１０/１０(木)　　栗原合同庁舎・栗原市栗駒耕英
　宮城県砂防協会主催による講習会には、当協会会員１９名を始め６市町、宮城県から計３９名が参加しました。(独）寒
地土地研究所特別研究監　吉井厚志氏、北海道工業大学大学院工学研究科教授　岡村俊邦氏による講義を受けて午
後から耕英地区で植栽をしました。当植樹法は近隣の色々な種類の樹木から種を集めポットで発芽させ１０種類を同心
円状に植えて、数１０年後に１～２本が残って森を形成させる方法で今回は２２０本を植樹しました。

 くりこま絆の森植樹プロジェクトチームと当協会の有志により２ｍピッチに植樹位置の印を設置しました。

菅原代表 松本会長 堀会長 高田会長 武地会長
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